
みんなが知りたい！

レポート・卒論のレシピ

～グラフの効果的な使い方～

図書館学習サポーター金曜5限担当

自然科学研究科 博士前期課程2年

戸部 那菜瀬
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合計

10,317人

新潟大学学生の学部別構成

新潟大学ホームページ 新潟大学の学生数（平成28年5月1日現在）
http://www.niigata-u.ac.jp/university/about/data/student/

どちらのグラフがより伝わりやすい

工学部在籍者が
最も多く占めることを主張したい…
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データとグラフ化
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たとえば…

新潟県はお米がたくさんとれるから，
ご飯に合う食品や米加工品の購入量も多い？

背景：「新潟県は米の収穫量が多い」
どのくらい多いのかを具体的に示す

仮説：「米に合う食品や米加工品の購入量も多い」
根拠となる情報を示す

漠然とした情報は具体的な数値で表そう



データとグラフ化
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データの種類 データ例 使用意図 使用位置

公的データ • 統計データ
• 独自の解釈
• 主張の裏付け

• 序論
• 本論

独自データ
• アンケート結果
• 調査結果
• 実験結果

• 成果の可視化
• 持論の展開

• 本論

総務省統計局 世界の統計2016, http://www.stat.go.jp/data/sekai/0116.htm#c14
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公的データの例
（2012年における上位5カ国の交通事故件数）

独自データの例
（歩く・走るの加速度変化）



データとグラフ化
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 グラフは主張を伝える一つの手段

データを用いて自分の主張を分かりやすく伝えるには…

相手が理解しやすい形で提示しよう！

 グラフ化するメリット

 記憶に残りやすい

 後になって探しやすい

 傾向がひと目で分かる

重要・複雑なデータの提示に向いている！



どのグラフで表現する？

 強調したい事実に応じて使い分けよう！
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→棒グラフ

(例) 4社の売上金額

横軸に時間的な
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(例) A社の売上金額の推移

時間的変化を表したい！
→折れ線グラフ

横軸に時間的な
つながりがある



どのグラフで表現する？

強調したい事実に応じて使い分けよう！
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構成比を表したい！→円グラフ

(例) Aさんの１ヶ月の支出構成

支出
95,000円

全要素を足すと
100%になる

構成比の比較には
帯グラフ



どのグラフで表現する？

強調したい事実に応じて使い分けよう！
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2種類のデータの関係を表したい！→散布図

(例) １日の最高気温と入場者数

縦軸と横軸の
データ数は同じ

横軸に時間的な
つながりはなし



主張を伝えるグラフをつくる

グラフは独自に用意しよう

統計的な情報も数値データを入手し自分でグラフ化
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必要な情報に絞って
グラフ化
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上位５県における陸・水稲の収穫量（平成２７年）

新潟県ホームページ，主要指標 都道府県 市町村別（第6章），第６章 農林水産業 都道府県別データ

http://www.pref.niigata.lg.jp/tokei/1192724150479.html



主張を伝えるグラフをつくる
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 本文を読まずとも理解できるようにしよう

一つのグラフの持つ情報は１～２つに留める
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米の支出に対する主要食品の支出

１世帯当たり年平均１か月間の支出－二人以上の世帯（平成12～27年）統計局ホームページ／家計調査
（家計収支編）（長期時系列データ・年）http://www.stat.go.jp/data/kakei/longtime/index.htm#longtime
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グラフを載せたら説明しよう
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横軸・縦軸
の説明

自分の主張

読み取れる
こと

グラフの見方や主張は人によって異なるため
自分がどう捉えたかを忘れずに説明しよう

米の支出と肉類・魚の支出から持論を展開する場合



まとめ

主張を伝えるグラフをつくる

グラフは独自に用意する

強調したい事実に応じて使い分ける

本文を読まずとも理解できるようにする

グラフを載せたら説明する

縦軸・横軸の説明

読み取れること・自分の主張
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グラフを効果的に使用して
説得力のあるレポート・卒論にしよう！
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